
 

 

 

 

 

 

 

令和６年度もあと２ヶ月です  

 明日から２月になり、令和６年度も残すところ後２ヶ月になりました。２月以降は学年末テスト、学年末

ＰＴＡ授業参観、茨城県立高等学校入学者選抜、３年生を送る会、卒業式、修了式と様々な行事が予定され

ております。 

 様々な活動に子供たちが主体的に取り組めるよう、教職員一丸となって支援していきたいと考えていま

す。ご家庭でもお子様へのお声かけの程、よろしくお願いいたします。 

 

学校生活アンケートから 

 １２月の学校生活アンケートの結果をお知らせいたします。保護者の皆様からのご意見を参考に、今後も子供

たちが安心して学校生活を送れるよう努めていきます。 

【成果が見られた項目】 

項目 よく当ては

まる 

やや当ては

まる 

あまり当て

はまらない 

当てはま

らない 

学校は、ねらいに沿って一人一人の生徒が活躍できるよう

教育活動を工夫している。 

34.8％ 58.3％ 6.9％ ０％ 

 学校は、ＩＣＴ機器を活用し、一人一人を大切にした分かり

やすい授業・楽しい授業づくりに努めている。 

30.6％ 62.5％ 6.9％ ０％ 

学校は、道徳性（思いやりの心・助け合いの心）の育成と実

践を強化する教育に努めている。 

37.5％ 58.3％ 2.8％ 1.4％ 

 学校は、相手に伝わる気持ちのよいあいさつや返事のでき

る生徒の育成に努めている。 

30.5％ 62.5％ 5.6％ 1.4％ 

 学校は、マナーアップ運動、江戸パンボラなどを通してボラ

ンティア精神の育成に努めている。 

52.7％ 43.1％ 4.2％ ０％ 

 学校は、「生活の記録」によく目を通し、生徒理解に努めて

いる。 

49.9％ 43.1％ 5.6％ 1.4％ 

 学校は、生徒の自主性を生かした教室及び校内環境づくり

に努めている。 

29.2％ 62.5％ 8.3％ ０％ 

 学校は、「学校の決まり」を守って生活できる生徒の育成に

努めている。 

38.9％ 54.2％ 6.9％ ０％ 

  

「当てはまらない」「あまり当てはまらない」という少数意見を大切にし、今後も見直しを図りながら、生徒が

自分の成長を実感できる教育活動を展開していきたいと考えています。 
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【課題が見られた項目】 

項目 よく当ては

まる 

やや当ては

まる 

あまり当て

はまらない 

当てはま

らない 

 学校は、一人一人の生徒に学習内容が身に付く対策を講じ

ている。 

20.8％ 55.6％ 22.2％ 1.4％ 

【対策】教員の研修の時間を確保し、一人一人に寄り添った授業を展開できるよう努めます。 

 学校は、自主学習の習慣が身に付くよう AIドリルの活用等

の指導に努めている。 

13.9％ 50.0％ 29.2％ 6.9％ 

【対策】ＡＩドリルについては朝自習の時間に活用していきます。学活等を通して自主学習の大切さについて 

指導していきます。家庭での活用も進めていきたいと考えています。 

学校は、生徒に望ましい食習慣を身に付けさせるための指

導に努めている。 

27.8％ 50.0％ 20.8％ 1.4％ 

【対策】保健委員会や江戸崎小学校栄養教諭による啓発活動を行っております。朝食摂取率の向上にご協力お

願いいたします。 

 学校は、生徒が交通ルールを守って安全に登下校するよう

指導に努めている。 

34.7％ 48.6％ 16.7％ ０％ 

【対策】安全な登下校のためにヘルメット及びタスキの着用率 100％を目指して下校指導をしております。ご

家庭でも安全な自転車の乗り方等についての声掛けをお願いいたします。 

学校は、生徒の心身の健康や体力向上に関する指導の充実

に努めている。 

29.2％ 52.7％ 18.1％ ０％ 

【対策】体育の時間を中心に体力づくりに励んでいきます。また、換気等により感染症の予防を今後も継続し

ていきます。 

新入生保護者説明会  

 １月２１日（火）に新入生保護者説明会が行われました。生徒会 

本部役員が中心となり、中学校の生活や１年間の学校行事等を説明 

しました。その後、授業見学や部活動見学を行いました。生徒は緊 

張した表情でしたが、先輩らしい態度で案内していました。小学校 

の先生からも「１年間でこんなに成長するのですね」という言葉 

をいただきました。 

脱いじめ傍観者教育 

 1月２８日（火）に「脱いじめ傍観者教育」を実施しました。稲敷 

市では「ＳＴＡＮＤ ＢＹ」というアプリを活用して、いじめの未然 

防止、早期発見に役立てています。 

 当日の講演会では「いじめの未然防止、早期発見のために傍観者 

ではなく、行動に移すことが大切」「匿名性の高いアプリで報告する 

ことも方法の一つ」との内容がありました。 

 年度当初のいじめ撲滅宣言、１２月のいじめ防止フォーラム、１ 

月の脱いじめ傍観者教育等を通して、生徒が主体となっていじめの 

ない安全・安心な学校づくりを推進していきます。 


